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固定価格買取制度（固定価格買取制度（固定価格買取制度（固定価格買取制度（FITFITFITFIT）とは？）とは？）とは？）とは？

■ ２０１１年８月再生可能エネルギー特別措置法案が成立。

・・・２０１２年７月１日より実施。

固定価格買取制度（Feed-in Tariff  “FIT”） とは、太陽光、風力などの再生可能エネルギーによって

発電した電気を、電気事業者（電力会社）に一定期間、一定の価格での買取を義務付ける制度。

■ 従来の余剰電力買取制度と全量買取制度の違い

－－－－ ＝＝＝＝

従来の太陽光発電の余剰電力買取制度

再生可能エネルギーの固定価格買取制度

太陽光 地熱

中小水力 風力 ﾊﾞｲｵﾏｽ

発電量全量

（買取対象）
＝＝＝＝

－－－－

余剰電気

（買取対象）

太陽光で発電した電気 消費した電気

10kW未満

住宅用の太陽光発電は引き続き余剰買取

余剰電気

（買取対象）
再生可能エネルギーで発電した電気

＝＝＝＝

10kW以上
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・固定価格買取制度とは？ （10kW以上の発電設備）

固定価格買取制度について固定価格買取制度について固定価格買取制度について固定価格買取制度について

●電力会社との一般的な太陽光の系統連系区分 ●固定買取制度の概要

＊2012年7月より実施

＊ 2014年度 買取価格32円＋税

（2013年度の買取価格は36円＋税）

＊毎年買取価格は見直されます

＊10kW以上の設備の場合、全量or余剰売電を

選択可能

4＊系統連系とは送電線へ接続する事
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システム概要（全量買取制度と余剰買取制度の違い）システム概要（全量買取制度と余剰買取制度の違い）システム概要（全量買取制度と余剰買取制度の違い）システム概要（全量買取制度と余剰買取制度の違い）
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高圧受電盤

（既設）

一般負荷

電力系統

既存ライン

全量買取

ライン

既存設備

分電盤

売電メーター

太陽電池モジュール

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

直射が当たらない

壁面に設置

全量売電の太陽光発電システムは既存の設備とは別の系統となります

買電メーター

低圧連系の場合

＊高圧連系の場合は売電用キュービクルを新設する必要があります

余剰買取

ライン

余剰売電の太陽光発電システムは既存の分電盤へ接続します
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太陽光発電システムの特徴太陽光発電システムの特徴太陽光発電システムの特徴太陽光発電システムの特徴

1．エネルギー源。エネルギー源。エネルギー源。エネルギー源。エネルギー源が太陽光であるため、

基本的には設置する地域に制限がなく、導入しやすいシステムといえます。

2．メンテナンスフリー。メンテナンスフリー。メンテナンスフリー。メンテナンスフリー。 システム的に可動部分が少なく、一度設置すると発電などは

自動的に行われ、機器のメンテナンスはほとんど必要としません。

（高圧連系の場合は定期交換部品、保守等必要となります）

3．用地を占有しない。土地の有効活用。用地を占有しない。土地の有効活用。用地を占有しない。土地の有効活用。用地を占有しない。土地の有効活用。

屋根、壁などの未利用スペースに設置できるため、新たに用地を用意する必要が

ありません。また遊休地の有効活用にもなります。

4．非常用電源として。非常用電源として。非常用電源として。非常用電源として。 災害時などには、貴重な非常用電源として使うことができます。
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様々な用途で太陽光発電が広がっています。様々な用途で太陽光発電が広がっています。様々な用途で太陽光発電が広がっています。様々な用途で太陽光発電が広がっています。

太陽光発電の導入事例太陽光発電の導入事例太陽光発電の導入事例太陽光発電の導入事例

工場の屋上に 倉庫の屋上に 病院などの屋上に

マンションの屋上に 遊休地などの空き地に 飛行場や公共施設に
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